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詞林　第69号　2021年 4 月

一
、
問
題
の
所
在

　
『
雨
夜
談
抄
』
は
、
連
歌
師
の
宗
祇
が
著
し
た
『
源
氏
物
語
』
の
注

釈
書
で
あ
る
。
自
筆
本
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
二
十

五
本
の
伝
本
と
、
三
本
の
現
代
写
本
が
現
存
す
る（

（
（

。
そ
の
中
で
も
、
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
や
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
三
春
秋
田
家
旧
蔵

本
な
ど
一
部
の
伝
本
は
、
次
の
奥
書
を
有
す
る
。

文
明
十
七
の
と
し
文
月
の
は
し
め
つ
か
た
児
女
子
の
た
め
に
注
し

侍
り　

さ
た
め
て
ひ
か
事
お
ほ
く
侍
ら
む
か
し　

宗
祇
在
判

傍
線
部
に
よ
れ
ば
、
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
年
）
七
月
上
旬
に
『
雨

夜
談
抄
』
は
成
立
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
『
実
隆
公
記
』
の

記
録
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

抑
今
朝
宗
祇
携
二
箒
木
巻
抄
出
新
作
一
帖
一
来
、
一
見
有
レ
興
。

�

（
文
明
十
七
年
七
月
七
日
条
）

　

文
明
十
七
年
七
月
七
日
の
朝
、
宗
祇
が
「
箒
木
巻
抄
出
新
作
一
帖
」

を
携
え
て
三
条
西
実
隆
の
も
と
を
訪
れ
た
と
あ
る
。「
箒
木
巻
抄
出
新

作
一
帖
」
は
、『
雨
夜
談
抄
』
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
『
雨
夜
談
抄
』
は
、
書
名
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、『
源
氏
物
語
』

帚
木
巻
を
対
象
と
す
る
注
釈
書
で
あ
る（

（
（

。
雨
夜
の
品
定
め
と
は
、
五
月

雨
の
夜
に
、
宮
中
の
宿
直
所
で
、
光
源
氏
・
頭
中
将
・
左
馬
頭
・
藤
式

部
丞
に
よ
っ
て
交
わ
さ
れ
た
女
性
談
義
を
指
す
。『
雨
夜
談
抄
』
は
全

百
十
四
注
記
の
う
ち
、八
十
三
注
記
に
及
ぶ
七
十
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
、

こ
の
雨
夜
の
品
定
め
の
注
釈
に
割
い
て
い
る
。
宗
祇
の
源
氏
学
に
お
け

る
帚
木
巻
、
特
に
雨
夜
の
品
定
め
に
対
す
る
考
え
方
を
示
し
て
い
る
資

料
と
い
え
よ
う
。

　
『
雨
夜
談
抄
』
に
関
す
る
先
行
研
究
で
特
に
重
要
な
の
は
、
伊
井
春

樹
氏
と
稲
賀
敬
二
氏
の
論
で
あ
る
。
伊
井
氏
は
、『
花
鳥
余
情
』
と
比

較
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（
（

。

宗
祇
は
よ
り
積
極
的
に
帚
木
巻
の
重
要
性
を
強
調
し
、
物
語
に
占

め
る
序
論
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
っ
た
。
帚
木
巻
が
〈
物
語

五
十
四
帖
に
お
よ
ぼ
す
〉
と
い
う
の
は
、
換
言
す
れ
ば
こ
の
巻
に

物
語
全
体
が
集
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
認
識

『
雨
夜
談
抄
』
考

―
―
宗
祇
の
『
源
氏
物
語
』
注
釈
態
度
を
中
心
に
―
―

川
渕�　

紗
佳
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が
あ
る
か
ら
こ
そ
宗
祇
は
品
定
め
の
こ
と
ば
の
背
後
に
、
一
人
一

人
の
女
性
を
置
い
て
読
も
う
と
す
る
方
法
を
と
っ
た
の
で
も
あ
っ

た
。
兼
良
は
雨
夜
に
語
ら
れ
た
女
性
論
が
、
法
華
経
の
三
周
説
法

を
模
し
た
と
の
解
釈
の
も
と
に
、
十
八
段
の
区
分
を
示
し
て
そ
の

構
造
分
析
を
試
み
た
。（
中
略
）
こ
れ
は
兼
良
と
宗
祇
の
、
読
み

の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
の
根
本
的
な
相
違
と
も
言
え
る
。

　

稲
賀
氏
は
七
毫
源
氏
の
書
入
注
に
、
品
定
め
の
十
八
段
区
分
と
、
人

物
比
定
の
双
方
の
発
芽
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
一
条
兼

良
と
宗
祇
の
源
氏
学
の
関
係
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た（

（
（

。

十
五
世
紀
の
現
存
す
る
注
釈
書
に
つ
い
て
見
る
限
り
は
、
両
者
を

共
に
包
含
す
る
も
の
は
な
く
、
一
つ
は
兼
良
の
流
れ
に
、
一
つ
は

宗
祇
の
流
れ
に
と
別
々
に
受
け
つ
が
れ
て
行
っ
て
い
る
。
図
式
的

に
は
、
十
五
世
紀
の
源
氏
学
の
源
流
が
十
四
世
紀
に
あ
る
こ
と
が

こ
の
面
か
ら
も
確
認
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
両
氏
は
、
帚
木
巻
の
注
釈
態
度
を
通
し
て
、
中
世
源
氏

学
に
お
け
る
兼
良
と
宗
祇
の
学
問
的
な
違
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
っ
た

役
割
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
他
に
、
ノ
ッ
ト
・
ジ
ェ
フ
リ
ー
氏
は
、

総
じ
て
い
え
ば
『
雨
夜
談
抄
』
は
、
源
氏
学
変
遷
史
の
有
用
な
指

標
と
い
う
よ
り
、『
源
氏
物
語
』
の
「
読
み
」
の
変
革
を
伝
え
る

資
料
と
し
て
の
意
義
が
あ
ろ
う
。（
中
略
）「
作
り
物
語
」
の
「
読

み
」
を
深
め
る
方
向
に
舵
を
切
っ
た
の
が
、『
雨
夜
談
抄
』
で
あ

る
と
い
え
る
。

と
述
べ
て
い
る（

（
（

。
な
お
、『
雨
夜
談
抄
』
が
後
発
の
注
釈
書
に
与
え
た

影
響
に
つ
い
て
は
、
岩
坪
健
氏
の
論
が
あ
る
。
岩
坪
氏
は
、
宗
祇
の
源

氏
学
に
お
い
て
、

　
　

�

本
文
を
詳
細
に
解
釈
し
た
の
は
帚
木
の
巻
だ
け
に
注
を
付
け
た

『
雨
夜
談
抄
』（
一
名
『
帚
木
別
注
』）
し
か
な
い

と
指
摘
し
、
帚
木
巻
を
中
心
に
据
え
て
考
察
し
た（

（
（

。

　

し
か
し
、『
雨
夜
談
抄
』
は
、
他
の
注
釈
書
と
の
差
異
の
指
摘
が
主

に
な
っ
て
お
り
、
宗
祇
の
源
氏
学
全
体
を
踏
ま
え
た
、『
雨
夜
談
抄
』

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

『
雨
夜
談
抄
』
成
立
に
至
る
ま
で
の
宗
祇
の
源
氏
学
の
動
向
を
再
検
討

す
る
。
そ
の
上
で
、『
雨
夜
談
抄
』
の
注
記
内
容
か
ら
、
宗
祇
の
源
氏

学
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
。

二
、
宗
祇
の
源
氏
学
の
動
向

　

ま
ず
、
第
二
節
で
は
、
宗
祇
の
源
氏
学
の
動
向
を
整
理
す
る
。
前
節

で
も
述
べ
た
が
、『
雨
夜
談
抄
』
は
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
年
）
七

月
上
旬
に
成
立
し
た
。
宗
祇
は
、『
雨
夜
談
抄
』
成
立
前
に
、
匂
兵
部

卿
巻
か
ら
椎
本
巻
に
注
釈
を
施
し
た
『
種
玉
編
次
抄
』
な
ど
の
注
釈
書

を
著
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
東
常
縁
か
ら
の
古
今
伝
授
の
終
了
、
一

条
兼
良
と
の
問
答
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

　

宗
祇
は
、『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
を
成
立
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

講
釈
な
ど
も
行
っ
て
い
た
。【
資
料
1
】
で
は
、
三
条
西
実
隆
の
『
実

隆
公
記
』
の
中
か
ら
、
宗
祇
の
源
氏
学
に
関
連
す
る
記
事
を
列
挙
す
る（

（
（

。
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【
資
料
1
】『
実
隆
公
記
』
か
ら
見
る
宗
祇
の
源
氏
学
の
動
向

文
明
九
年　

七
月　

十
一
日	

早
旦
、
於
二
宗
祇
草
庵
一
有
二
源
氏
第
二

巻
講
尺
一。

文
明
九
年　

七
月　

十
二
日	

今
朝
、
又
有
二
源
氏
講
尺
一。

文
明
十
七
年
閏
三
月
廿
八
日	

午
後
招
二
宗
祇
一、
肖
柏
同
来
、
源
氏
物

語
葵
巻
読
レ
之
。

文
明
十
七
年
四
月　

三
日	

宗
祇
、
肖
柏
来
、
源
氏
物
語
葵
巻
終

レ
功
。

文
明
十
七
年
五
月　

廿
八
日	
肖
柏
来
、
蓬
生
巻
読
レ
之
。
宗
祇
在
レ
座
。

文
明
十
七
年
六
月　

廿
三
日	

向
二
大
徳
寺
一、
宗
祇
法
師
令
三
誘
二―引
之
一、

今
日
箒
木
巻
講
レ
之
。

文
明
十
七
年
七
月　

七
日	

抑
今
朝
宗
祇
携
二
箒
木
巻
抄
出
新
作
一

帖
一
来
、
一
見
有
レ
興
。

文
明
十
七
年
七
月　

十
九
日	

宗
祇
来
、
乙
女
巻
読
レ
之
。

文
明
十
七
年
七
月　

廿
三
日	

今
日
宗
祇
来
、
乙
女
巻
読
レ
之
。

文
明
十
七
年
七
月　

廿
六
日	

宗
祇
来
、
乙
女
巻
終
レ
功
。

文
明
十
七
年
七
月　

廿
八
日	

宗
祇
来
、
玉
鬘
巻
読
レ
之
。
肖
柏
同
来
。

文
明
十
七
年
八
月　

七
日	

宗
祇
来
、
源
氏
物
語
講
談
。

文
明
十
七
年
九
月　

一
日	

宗
祇
来
、
読
二
梅
枝
巻
一。

文
明
十
七
年
九
月　

六
日	

宗
祇
来
、
若
菜
巻
今
日
始
而
読
レ
之
。

文
明
十
七
年
九
月　

十
一
日	

宗
祇
来
、
源
談
如
レ
例
。

文
明
十
七
年
九
月　

廿
四
日	

宗
祇
来
、
源
氏
講
尺
如
レ
例
。

文
明
十
七
年
九
月　

廿
六
日	

源
氏
物
語
若
菜
下
今
日
終
レ
功
、（
中

略
）
宗
祇
、
宗
歡
、
玄
盛
等
在
レ
座
。

文
明
十
七
年
十
一
月
十
三
日	

源
氏
夕
霧
巻
肖
柏
読
レ
之
、
宗
祇
在
レ
座
。

文
明
十
八
年
正
月　

十
一
日	

宗
祇
来
、
源
氏
物
語
竹
河
巻
講
レ
之
。

肖
柏
、
宗
作
、
元
成
等
在
レ
座
。

文
明
十
八
年
二
月　

二
日	

今
日
、
宗
祇
所
二―望
桐
壺
巻
一
終
レ
書
レ
功
。

文
明
十
八
年
二
月　

廿
二
日	

宗
祇
法
師
来
、
昨
夜
上
洛
云
々
。
源
氏

外
題
（
親
王
御

方
御
筆

）、
遣
レ
之
。
歓
喜
無
レ
極
。

文
明
十
八
年
六
月　

十
日	

今
朝
、
源
氏
物
語
浮
舟
巻
宗
祇
読
レ
之
。

文
明
十
八
年
六
月　

十
一
日	

源
講
如
二
昨
日
一。

文
明
十
八
年
六
月　

十
二
日	

源
講
如
二
昨
日
一、
宗
巧
来
聴
。

文
明
十
八
年
六
月　

十
三
日	

源
講
如
二
昨
日
一。

文
明
十
八
年
六
月　

十
八
日	

源
講
今
日
終
二
其
功
一
了
、
為
レ
謝
レ
之

晩
頭
向
二
宗
祇
法
師
庵
一、
種
玉
庵
。

文
明
十
八
年
八
月　

四
日	

抑
宗
祇
新
寫
源
氏
物
語
外
題
五
十
四
帖
、

今
日
染
筆
了
。

文
明
十
九
年
二
月　

四
日	

源
氏
物
語
一
部
電
覧
終
レ
功
、
系
図
之

内
不
審
所
々
粗
加
二
潤
色
一。
相
二
談
肖
柏
、

宗
祇
等
者
一
也
。

文
明
十
九
年
三
月　

卅
日	

朝
間
宗
祇
法
師
来
。
古
今
集
聊
有
二
申

合
之
事
一。
青
表
紙
正
本
箒
木
巻
令
二
見
一

レ
之
。

延
徳
二
年
十
一
月　

四
日	

宗
祇
法
師
来
、
令
レ
読
二
橋
姫
巻
一。
昨

日
此
事
所
望
了
、
不
レ
及
二
講
尺
一
只
文
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字
読
計
也

明
応
元
年
十
一
月　

十
五
日	

今
日
、
源
氏
物
語
論
談
事
、
兼
日
連
々

支
度
之
処
。
宗
祇
法
師
頻
相
催
之
間
、

各
問
題
四
ヶ
條
書
レ
之
来
会
。
午
後
始
二

其
儀
一。

明
応
五
年　

十
月　

十
一
日	

午
後
、
宗
祇
法
師
来
。
源
氏
物
語
内
不

審
抄
出
持
二
来
之
一、聊
有
二
相
談
之
事
等
一。

藤
裏
葉
巻
、
心
あ
さ
き
人
の
た
め
そ
寺
の
け
ん
も
と
云
事
、
あ

け
ま
き
の
巻
、
う
つ
ろ
ふ
か
た
や
ふ
か
き
な
る
ら
ん
の
哥
心
事
、

不
レ
能

レ
録
レ
之
。

明
応
七
年　

八
月　

十
三
日	

宗
祇
法
師
等
来
、
此
間
宗
祇
於
二
草
庵
一

源
氏
物
語
講
談
之
由
語
レ
之
。
源
氏
表

紙
事
申
二
付
経
師
一
了

　

既
に
伊
井
春
樹
氏
の
指
摘
も
あ
る
が（

（
（

、
文
明
九
年
七
月
十
一
日
と
十

二
日
の
条
か
ら
、
宗
祇
は
『
雨
夜
談
抄
』
成
立
よ
り
も
早
い
段
階
で
、

帚
木
巻
の
講
釈
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
文
明
十
七
年
六
月
廿

三
日
の
条
も
、
帚
木
巻
の
講
釈
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
但
し
、
宗
祇

の
関
心
や
講
釈
は
、
決
し
て
帚
木
巻
に
留
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

『
雨
夜
談
抄
』
成
立
以
前
に
お
い
て
、
帚
木
巻
の
他
に
、
少
な
く
と
も
、

葵
巻
・
蓬
生
巻
の
講
釈
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
雨
夜

談
抄
』
成
立
後
に
も
、
乙
女
巻
・
玉
鬘
巻
・
梅
枝
巻
・
若
菜
巻
・
若
菜

下
巻
・
夕
霧
巻
・
竹
河
巻
・
桐
壺
巻
の
講
釈
を
行
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
宗
祇
は
意
欲
的
に
『
源
氏
物
語
』
の
複
数
の
巻
の
講
釈
を
催

し
た
と
い
え
る
。『
雨
夜
談
抄
』
は
帚
木
巻
の
み
を
対
象
に
し
た
注
釈

書
で
あ
る
が
、
宗
祇
の
見
識
や
関
心
は
『
源
氏
物
語
』
全
体
に
及
ん
で

い
た
。

三
、『
雨
夜
談
抄
』
の
基
本
姿
勢

　
『
雨
夜
談
抄
』
の
注
記
内
容
か
ら
、
そ
の
特
性
を
確
認
す
る
。
ま
ず
、

一
つ
目
の
注
記
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
注
記
は
、『
雨
夜
談
抄
』
の
中

で
も
最
も
長
く
、
詳
細
な
も
の
で
あ
る
。

【
資
料
2
】『
雨
夜
談
抄
』

光
源
氏
名
の
み
こ
と
〳
〵
し
う
い
ひ
け
た
れ
給
と
か
お
ほ
か
な
る

に
い
と
ゝ
か
ゝ
る
す
き
こ
と
と
も
を
す
ゑ
の
世
に
も
き
ゝ
つ
た
へ

て
か
ろ
ひ
た
る
名
を
や
な
か
さ
ん
と
忍
ひ
た
ま
へ
る
か
く
ろ
へ
こ

と
を
さ
へ
か
た
り
つ
た
へ
け
ん
人
の
物
い
ひ
さ
か
な
さ
よ

　

一
　

此
巻
を
帚
木
と
名
つ
く
る
事
は
源
氏
の
君
中
川
の
や
と

り
へ
方
た
か
へ
に
な
す
ら
へ
て
お
は
し
ま
し
た
り
し
に
う
つ

せ
み
の
つ
れ
な
く
し
て
あ
ひ
た
て
ま
つ
ら
す
な
り
し
か
は

は
ゝ
き
木
の
心
を
し
ら
て
そ
の
原
の
道
に
あ
や
な
く
ま
と
ひ

つ
る
か
な
と
読
給
ひ
し
に
女
ふ
せ
や
に
お
ふ
る
名
の
う
さ
に

あ
る
に
も
あ
ら
す
な
と
返
し
に
た
て
ま
つ
り
し
歌
に
て
つ
け

た
る
名
な
り　

坂
上
是
則
か
そ
の
原
や
ふ
せ
や
に
お
ふ
る

は
ゝ
き
木
の
あ
り
と
は
み
え
て
あ
は
ぬ
君
か
な
と
い
へ
る
歌

を
と
れ
る
歌
な
り　

う
つ
せ
み
か
あ
り
な
か
ら
あ
ひ
た
て
ま
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つ
ら
ぬ
を
あ
り
と
は
み
れ
と
な
き
心
に
み
る
な
り

　

二
　

①
此
巻
の
名
な
れ
と
も
此
物
語
五
十
四
帖
に
を
よ
ほ
す
名

也　

其
故
は
此
物
語
は
つ
く
り
事
に
て
な
き
事
に
は
あ
れ
と

も
又
昔
あ
り
こ
し
事
と
も
を
お
も
か
け
に
し
て
か
け
る
な
り

　

ま
つ
こ
の
物
か
た
り
の
桐
壷
の
御
門
朱
雀
院
冷
泉
院
三
代

は
延
喜
承
平
天
暦
の
み
か
と
を
か
た
と
り
光
源
氏
は
西
宮
左

大
臣
高
明
公
の
太
宰
に
う
つ
さ
れ
給
し
を
な
す
ら
へ
た
り　

こ
の
ほ
か
源
氏
の
君
の
左
遷
に
は
も
ろ
こ
し
の
周
公
旦
の
東

征
し
給
し
事
白
楽
天
か
事
我
朝
に
は
菅
丞
相
野
相
公
在
納
言

の
た
め
し
を
よ
そ
へ
た
り　

こ
れ
の
み
な
ら
す
と
こ
ろ
〳
〵

に
物
を
な
す
ら
ふ
る
事
か
き
り
な
し　

さ
れ
は
五
十
四
帖
こ

と
〳
〵
く
あ
る
物
か
と
み
れ
は
な
く
な
き
物
か
と
す
れ
は
あ

る
物
な
れ
は
此
は
ゝ
き
木
一
部
の
名
に
な
る
物
な
り　
②
天

台
に
四
門
を
た
つ
る
中
に
も
亦
有
亦
空
門
こ
の
も
の
か
た
り

に
あ
た
れ
り　

夢
の
う
き
橋
の
巻
も
そ
の
一
巻
の
名
と
い
へ

と
も
五
十
四
帖
の
名
に
な
る
物
な
り　
③
い
か
ん
と
な
れ
は

此
物
語
に
上
中
下
の
人
々
も
ろ
〳
〵
の
行
跡
み
な
夢
の
う
ち

の
た
は
ふ
れ
な
り　

た
と
へ
は
荘
子
か
夢
に
胡
蝶
と
な
り
し

ら
す
又
胡
蝶
か
荘
子
と
な
る
か
と
い
ふ
か
こ
と
し　

此
物
語

は
い
に
し
へ
の
夢
そ
と
も
い
ひ
か
た
く
此
世
に
あ
る
わ
れ
人

の
今
の
身
の
う
つ
ゝ
と
も
さ
た
め
か
た
く
と
も
に
夢
の
わ
た

り
の
う
き
は
し
は
ゝ
き
木
の
あ
り
な
し
な
り　

さ
れ
は
む
ら

さ
き
し
き
ふ
の
筆
の
跡
そ
の
色
ふ
か
く
そ
の
心
は
か
り
な
き

物
な
り

　

三
　

さ
て
此
巻
の
は
し
め
に
光
源
氏
と
い
ふ
よ
り
か
た
野
の

少
将
に
は
わ
ら
は
れ
た
ま
ひ
け
ん
か
し
と
い
ふ
ま
て
は
も
の

か
た
り
の
作
者
の
こ
と
葉
也　

是
の
み
な
ら
す
紫
式
部
の
こ

と
葉
と
こ
ろ
〳
〵
お
ほ
か
る
へ
し　

名
の
み
こ
と
ご
と
し
く

と
は
光
源
氏
と
い
ふ
名
は
い
か
め
し
う
と
ほ
め
た
る
心
な
り

　

い
ひ
け
た
れ
給
ふ
と
か
お
ほ
か
る
と
は
世
に
そ
の
名
た
か

く
み
ち
の
ほ
ま
れ
あ
る
人
を
も
世
上
に
い
ひ
け
つ
な
ら
ひ
な

り　

か
ゝ
る
す
き
こ
と
ゝ
も
を
す
ゑ
の
世
に
も
き
ゝ
つ
た
へ

て
か
ろ
ひ
た
る
名
を
や
な
か
さ
ん
と
し
の
ひ
た
ま
ひ
け
る
か

く
ろ
へ
こ
と
を
さ
へ
か
た
り
つ
た
へ
け
ん
人
の
物
い
ひ
さ
か

な
さ
よ
と
は
源
氏
の
君
は
好
色
の
人
な
か
ら
お
も
て
は
実
を

本
と
し
て
下
に
は
い
ろ
こ
の
む
こ
ゝ
ろ
ま
し
〳
〵
た
る
な
り

　

さ
る
に
よ
り
て
世
に
し
の
ひ
た
ま
ふ
事
を
誰
か
か
た
り
つ

た
へ
け
ん
と
紫
式
部
か
い
ふ
也　

さ
る
は
世
を
は
ゝ
か
り
ま

め
た
ち
給
ふ
け
る
ほ
と
な
よ
ひ
か
に
を
か
し
き
事
は
な
く
て

か
た
野
の
少
将
に
は
わ
ら
わ
れ
た
ま
ひ
け
ん
か
し
と
は
下
の

心
は
好
色
に
し
て
上
に
実
を
た
つ
る
ゆ
へ
に
な
よ
ひ
た
る
所

の
な
き
を
好
色
の
本
意
に
は
あ
ら
す
と
か
た
野
の
少
将
は
わ

ら
は
む
と
藤
式
部
か
思
ひ
て
か
け
る
な
り　

片
野
の
少
将
の

事
色
々
の
儀
侍
れ
と
作
物
語
に
か
た
の
の
少
将
と
い
ふ
あ
り

　

そ
の
人
か
き
り
な
き
色
こ
の
み
な
り
き　

光
源
氏
と
か
た

の
の
少
将
と
お
な
し
時
代
に
は
あ
ら
ね
と
も
紫
式
部
と
り
あ
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は
せ
か
く
い
へ
る
な
り　

作
物
語
の
人
に
て
つ
く
り
物
語
の

人
に
対
す
る
事
お
も
し
ろ
く
か
け
る
物
な
り　

こ
ゝ
ま
て
は

此
一
巻
の
序
分
也

　

こ
の
一
つ
目
の
注
記
内
容
は
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。　一
　

の

部
分
、「
此
巻
を
帚
木
と
名
つ
く
る
事
は
…
あ
り
と
は
み
れ
と
な
き
心

に
み
る
な
り
」
は
、
巻
名
の
由
来
に
関
す
る
説
明
で
あ
る
。
源
氏
と
空

蝉
が
交
わ
し
た
贈
答
歌
か
ら
、「
帚
木
」
と
い
う
巻
名
が
付
け
ら
れ
た

と
す
る
考
え
方
は
、
今
日
の
解
釈
と
も
通
ず
る
。
　

二
　

で
示
し
た
「
此

巻
の
名
な
れ
と
も
此
物
語
五
十
四
帖
に
を
よ
ほ
す
名
也
…
そ
の
心
は
か

り
な
き
物
な
り
」
の
部
分
は
、『
源
氏
物
語
』
全
体
に
対
す
る
説
明
で

あ
る
。
そ
し
て
、
　

三
　

の
部
分
「
さ
て
此
巻
の
は
し
め
に
～
こ
ゝ
ま
て

は
此
一
巻
の
序
分
也
」
か
ら
、
帚
木
巻
冒
頭
の
解
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
　

二
　

の
「
此
巻
の
名
な
れ
と
も
此
物
語

五
十
四
帖
に
を
よ
ほ
す
名
也
…
そ
の
心
は
か
り
な
き
物
な
り
」
の
部
分

で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
は
、「
な
き
こ
と
（
虚
構
の
作
品
）」
で
あ
る
が
、

「
あ
る
こ
と
（
史
実
）」
を
元
に
し
て
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
五
十
四

帖
全
て
「
あ
る
こ
と
」
が
あ
る
の
か
と
見
れ
ば
虚
構
で
あ
り
、「
な
き

こ
と
」
か
と
見
れ
ば
元
と
な
る
史
実
が
見
え
て
く
る
の
だ
と
説
い
て
い

る
。
こ
の
複
雑
な
構
造
を
、
遠
く
か
ら
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
近

づ
く
と
見
え
な
く
な
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
、
伝
説
上
の
植
物
の
帚
木

と
結
び
付
け
た
。
帚
木
と
い
う
語
を
用
い
て
は
い
る
が
、
本
質
的
に
は
、

こ
れ
は
『
源
氏
物
語
』
の
全
体
論
と
い
え
る
。

　

こ
の
部
分
は
、『
河
海
抄
』
や
『
花
鳥
余
情
』
か
ら
示
唆
を
得
て
、

説
か
れ
て
い
る
。『
河
海
抄
』
と
『
花
鳥
余
情
』
が
併
せ
て
享
受
さ
れ

て
い
た
実
態
や
、
宗
祇
の
源
氏
学
の
基
盤
と
し
て
、『
河
海
抄
』
と
『
花

鳥
余
情
』
の
二
書
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
武
井
和
人
氏
や
松
本
大
氏

の
先
行
研
究
で
示
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。『
雨
夜
談
抄
』
で
も
、『
河
海
抄
』
と

『
花
鳥
余
情
』
の
二
書
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
た
部
分
が
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。【
資
料
2
】
の
本
文
に
そ
れ
ぞ
れ
番
号
と
傍
線
を

付
し
、
対
応
す
る
も
の
を
、【
資
料
3
】
か
ら
【
資
料
6
】
で
示
す（

（1
（

。

　

・
①
に
対
応
す
る
部
分
　

【
資
料
3
】
永
青
文
庫
本
『
河
海
抄
』
料
簡

一�

物
語
の
時
代
は
醍
醐
朱
雀
村
上
三
代
に
准
す
る
歟
桐
壺
御
門
は

延
喜
朱
雀
院
は
天
慶
冷
泉
院
は
天
暦
光
源
氏
は
西
宮
左
大
臣
へ

如
此
相
当
す
る
也
（
中
略
）

難
者
云
以
前
の
准
拠
誠
に
其
よ
せ
あ
り
と
い
へ
共
此
物
語
は
光

源
氏
を
む
ね
と
すせ

り

る
歟
さ
れ
は
西
宮
左
大
臣
に
准
す
る
事
一
世

の
源
氏
左
遷
の
跡
は
相
似
た
れ
共
彼
公
好
色
の
先
達
と
は
さ
し

て
き
こ
え
さ
る
に
や
今
の
物
語
は
殊
に
此
道
を
本
と
し
た
る
歟

如
何　

答
云
作
物
語
の
な
ら
ひ
大
綱
は
其
人
の
面
か
け
あ
れ
と

も
行
迹
に
を
き
て
は
あ
な
か
ち
に
事
こ
と
に
か
れ
を
摸
す
る
事

な
し
漢
朝
の
書
籍
春
秋
史
記
な
と
い
ふ
実
録
に
も
少
々
の
異
同

は
あ
る
歟
仍
桐
壺
帝
冷
泉
院
を
延
喜
天
暦
に
な
す
ら
へ
た
て
ま

つ
り
な
か
ら
或
は
唐
玄
宗
の
ふ
る
き
た
め
し
を
引
或
秦
始
皇
の
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か
く
れ
た
る
例
を
う
つ
せ
り
又
天
慶
御
門
は
相
続
の
皇
胤
お
は

し
ま
さ
ね
と
も
此
物
語
に
は
朱
雀
院
の
御
子
今
上
冷
泉
院
の
御

後
な
し
或
説
云
此
条
有

作
者
之
意
趣
歟

光
源
氏
を
も
安
和
の
左
相
に
比
す
と
い
へ
共
好

色
の
事
か
は
道
の
先
達
な
る
か
故
に
在
中
将
の
風
を
ま
ねな

ひ
て

五
条
二
条
后
を
薄
雲
女
院
朧
月
夜
尚
侍
に
よ
そ
へ
或
は
か
た
野

の
少
将
の
そ
し
り
を
お
も
へ
り
又
太
上
天
皇
の
尊
号
も
漢
家
に

は
太
公
の
旧
躅
本
朝
に
は
草
壁
皇
子
等
の
先
蹤
を
摸
す
る
歟
是

作
物
語
の
習
也

　

・
②
に
対
応
す
る
部
分
　

【
資
料
4
】
永
青
文
庫
本
『
河
海
抄
』
雲
隠
巻

一　

名
は
か
り
を
き
ゝ
て
巻
を
み
ぬ
事

　
　

天
台
所
立
四
教　
三
蔵
教
円
教

通　

教
別
教

四
門
有
門　

空
門　

非
有　

非
空

門
亦
有
亦
空
門
也　
　

【
資
料
5
】
松
永
本
『
花
鳥
余
情
』
雲
隠
巻

抑
巻
の
名
は
か
り
あ
り
て
、
詞
を
み
ぬ
事
は
天
台
の
四
教
の
法
門

を
例
に
引
た
れ
と
、
な
を
物
と
を
き
心
ち
し
侍
り　

俗
書
を
も
て

い
は
ゝ
、
毛
詩
の
小
雅
の
中
に
、
南
陔
白
華
に
黍
由
庚
崇
丘
由
儀

の
六
篇
は
篇
の
名
の
み
あ
り
て
、
詩
の
詞
は
な
し　

こ
れ
は
逸
詩

と
い
ひ
て
、
も
と
は
詞
あ
り
し
か
う
せ
た
る
な
り
（
中
略
）
篇
の

名
の
み
あ
り
て
、
詞
な
き
事
は
、
雲
か
く
れ
の
名
の
み
あ
り
て
、

そ
の
こ
と
は
な
き
と
お
な
し
か
る
へ
し

　

・
③
に
対
応
す
る
部
分
　

【
資
料
6
】
永
青
文
庫
本
『
河
海
抄
』
夢
浮
橋
巻

此
巻
名
、
師
説
如
此
聊
又
以
愚
案
加
潤
色
了　

但
再
三
案
之
真
実

の
義
は
夢
の
一
字
の
外
に
別
の
心
な
し　

う
き
橋
は
夢
に
ひ
か
れ

て
出
来
詞
也　

凡
当
流
の
義
は
諸
事
や
す
き
を
も
て
正
説
と
す
る

故
也　

さ
れ
は
、
本
哥
の
世
中
は
夢
の
わ
た
り
の
う
き
は
し
か
う

ち
わ
た
し
つ
ゝ
、
物
を
こ
そ
思
へ
と
い
へ
る
も
う
き
橋
に
別
の
義

な
し　

定
家
卿
の
春
の
夜
の
夢
の
う
き
は
し
と
た
え
し
て
の
哥
も

同
心
也
所
詮
作
者
の
本
意
を
推
す
る
に
、
此
物
語
は
は
し
め
に
い

ふ
か
こ
と
く
に
、
其
趣
荘
子
寓
言
に
一
同
せ
り　

而
か
の
荘
周
は

胡
蝶
夢
ニ
死
生
の
変
を
あ
か
せ
り　

是
物
化
の
謂
也　

且
有
大
覚

而
後
知
其
大
夢
と
も
い
へ
り　

漢
家
の
寓
言
も
百
年
の
夢
に
化
し

和
国
の
寓
言
も
一
部
の
夢
に
き
は
ま
る
也　

花
厳
経
に
は
知
一
切

仏
及
与
我
心
皆
悉
如
夢
と
説
り

　

①
に
対
応
す
る
部
分
は
『
河
海
抄
』
料
簡
、
②
に
対
応
す
る
部
分
は

『
河
海
抄
』
雲
隠
巻
及
び
、『
花
鳥
余
情
』
雲
隠
巻
、
③
に
対
応
す
る
部

分
は
『
河
海
抄
』
夢
浮
橋
巻
の
注
記
で
あ
る
。『
雨
夜
談
抄
』
の
一
つ

目
の
注
記
の
　

二
　

に
あ
た
る
部
分
で
は
、『
源
氏
物
語
』
が
ど
の
よ
う
な

作
品
で
あ
る
か
、
帚
木
と
い
う
語
を
利
用
し
て
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で

注
目
す
べ
き
は
、『
河
海
抄
』
や
『
花
鳥
余
情
』
の
料
簡
や
雲
隠
巻
、

夢
浮
橋
巻
の
注
記
を
参
考
に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
帚
木

巻
の
み
に
注
記
を
施
す
の
で
あ
れ
ば
、
必
要
と
は
い
え
な
い
解
説
で
あ
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る
。
し
か
し
、
宗
祇
は
一
つ
目
の
注
記
で
、
帚
木
巻
以
外
の
注
記
を
取

り
入
れ
な
が
ら
『
源
氏
物
語
』
の
全
体
像
を
捉
え
る
注
記
を
施
し
た
。

　

注
釈
書
の
序
で
は
、
そ
の
作
品
に
お
け
る
基
本
的
な
注
釈
姿
勢
や
前

提
条
件
を
端
的
に
示
す
こ
と
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
一
つ
目
の

注
記
は
、『
河
海
抄
』
の
料
簡
な
ど
を
取
り
込
ん
で
、『
雨
夜
談
抄
』
の

序
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
序
は
、

著
者
自
身
が
、
そ
の
作
品
の
意
図
や
基
本
姿
勢
を
記
す
部
分
で
あ
る
。

『
雨
夜
談
抄
』
の
一
つ
目
の
注
記
か
ら
は
、『
源
氏
物
語
』
全
体
に
見
通

し
を
持
っ
て
注
釈
を
つ
け
た
と
い
う
『
雨
夜
談
抄
』
の
基
本
姿
勢
が
確

認
で
き
る
の
だ
。

　

こ
の
一
つ
目
の
注
記
を
、『
雨
夜
談
抄
』の
序
と
す
る
捉
え
方
は
、『
雨

夜
談
抄
』
の
一
部
の
伝
本
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館

伊
地
知
鐡
男
文
庫
蔵
本
で
は
、
一
つ
目
の
注
記
の
「
此
巻
を
帚
木
と
名

つ
く
る
事
は
…
そ
の
色
ふ
か
く
そ
の
心
は
か
り
な
き
物
な
り
」
の
部
分

を
冒
頭
で
示
し
、
ま
さ
し
く
序
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
体
裁
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
今
治
市
河
野
美
術
館
河
野
信
一
文
庫
蔵
本
で
は
、「
光

源
氏
名
の
み
こ
と
〳
〵
し
う
…
」
の
見
出
し
本
文
が
無
く
、
一
つ
目
の

注
記
全
体
が
、
冒
頭
で
示
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
目
の
注
記
そ
の
も
の
を
、

序
と
考
え
る
『
雨
夜
談
抄
』
の
享
受
が
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

四
、
人
物
を
比
定
す
る
注
釈
態
度

　

前
節
で
は
、
宗
祇
の
『
雨
夜
談
抄
』
制
作
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、『
源

氏
物
語
』
全
体
を
見
通
し
た
上
で
注
記
を
施
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

こ
の
注
釈
態
度
は
、『
雨
夜
談
抄
』
の
特
色
で
あ
る
、
帚
木
巻
以
後
に

登
場
す
る
女
性
を
比
定
し
、
読
み
解
く
手
法
か
ら
も
見
出
せ
る
。【
資

料
7
】
で
は
、
人
物
比
定
の
注
記
の
中
で
、
最
初
に
位
置
す
る
も
の
を

挙
げ
る
。

【
資
料
7
】『
雨
夜
談
抄
』

か
た
ち
お
か
し
く
う
ち
お
ほ
と
き
わ
か
や
か
に
て
ま
き
る
ゝ
こ
と

な
き
ほ
と
は
か
な
き
す
さ
ひ
を
も
人
ま
ね
に
こ
ゝ
ろ
を
い
る
ゝ
こ

と
も
あ
る
に
を
の
つ
か
ら
ゆ
へ
つ
け
て
し
い
つ
る
事
も
あ
り　

見

る
人
を
く
れ
た
る
か
た
を
は
い
ひ
か
く
し
て
さ
て
あ
り
ぬ
へ
き
か

た
を
は
つ
く
ろ
ひ
て
ま
ね
ひ
い
た
す
に
そ
れ
し
か
あ
ら
し
と
そ
ら

に
い
か
ゝ
は
お
し
は
か
り
思
ひ
く
た
さ
ん　

ま
こ
と
か
と
み
も
て

い
く
に
見
を
と
り
せ
ぬ
や
う
は
な
く
な
ん
あ
る
へ
き
と
う
め
き
た

る
け
し
き
も

是
は
品
さ
た
め
の
第
一
な
り　

心
は
人
の
む
す
め
の
か
た
ち

を
か
し
く
わ
か
や
か
な
る
や
う
の
何
に
て
も
し
い
つ
る
わ
さ

の
あ
る
を
い
ふ
な
り　

ゆ
へ
つ
け
て
と
は
し
せ
ん
き
よ
う
あ

り
て
な
り　

さ
や
う
な
る
人
を
そ
の
か
た
な
る
人
の
こ
と

〳
〵
し
く
い
へ
る
か
み
お
と
り
す
る
事
あ
る
よ
し
を
い
へ
る

な
り　

此
段
は
す
ゑ
つ
む
に
あ
た
る
な
り　

末
摘
は
よ
ろ
つ

を
く
れ
た
る
所
お
は
し
け
れ
と
琴
を
引
給
ひ
し
を
大
輔
の
命

婦
か
源
氏
の
君
に
か
た
り
申
た
り
し
事
よ
く
似
た
る
な
り　

又
此
段
の
は
し
め
に
か
た
ち
お
か
し
く
わ
か
や
か
な
る
ほ
と
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と
い
へ
り　

す
ゑ
つ
む
は
か
た
ち
あ
し
き
人
也　

ち
か
ふ
や

う
な
れ
と
こ
と
〳
〵
く
似
る
事
は
な
け
れ
と
一
所
な
れ
と
詮

と
す
る
所
へ
に
た
る
を
は
そ
れ
に
あ
た
る
と
い
へ
る
也

　

立
項
本
文
は
、
頭
中
将
の
発
言
の
一
部
で
あ
る
。
頭
中
将
は
「
若
い

女
性
は
、
一
つ
の
芸
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
話
を
す
る
人

は
、
劣
っ
た
面
は
隠
し
て
言
わ
ず
、
良
い
面
を
と
り
つ
く
ろ
っ
て
伝
え

る
。
そ
の
た
め
、
男
女
の
仲
に
な
る
と
、
が
っ
か
り
し
な
い
で
済
む
こ

と
は
な
い
」
と
慨
嘆
す
る
。

　

こ
の
部
分
の
注
記
で
、
女
性
比
定
の
方
法
と
し
て
、「
一
所
な
れ
と

詮
と
す
る
所
へ
に
た
る
を
は
そ
れ
に
あ
た
る
」
と
説
い
て
い
る
。
異
な

る
部
分
が
あ
る
と
し
て
も
、
論
点
の
主
題
と
物
語
の
内
容
が
お
お
よ
そ

似
通
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
比
定
で
き
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

雨
夜
の
品
定
め
で
説
か
れ
る
女
性
論
と
、
以
後
の
巻
々
に
登
場
す
る
女

性
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
を
、
最
初
に
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

宗
祇
は
、
完
全
に
は
一
致
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
似
通
う
部
分
が

あ
る
と
判
断
し
た
女
性
を
比
定
し
た
。
後
の
巻
の
展
開
を
理
解
し
て
い

た
か
ら
こ
そ
、
具
体
的
な
人
物
を
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、宗
祇
が
帚
木
巻
の
雨
夜
の
品
定
め
を
糧
と
し
て
、『
源
氏
物
語
』

の
全
体
像
を
想
起
さ
せ
よ
う
と
、
考
え
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。『
源
氏
物
語
』
全
体
を
見
通
し
た
上
で
、
具
体
的
な
女
性
を
比
定

し
て
い
た
の
は
、
他
の
人
物
を
比
定
す
る
注
記
か
ら
も
窺
え
る
。

【
資
料
8
】『
雨
夜
談
抄
』

つ
ね
は
す
こ
し
そ
は
〳
〵
し
く
心
つ
き
な
き
人
の
お
り
ふ
し
に
つ

け
て
い
て
は
え
す
る
や
う
も
あ
り
か
し
な
と

そ
は
〳
〵
し
き
心
つ
き
な
き
と
は
心
の
事
に
あ
ら
す　

み
め

か
た
ち
の
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
事
を
か
く
い
へ
る
な
り　

ま
ほ
な

る
か
た
ち
と
い
ふ
は
よ
き
を
い
へ
は
そ
れ
に
対
し
て
そ
は

〳
〵
し
く
は
あ
し
き
な
り　

こ
ゝ
ろ
つ
き
な
き
と
は
か
た
ち

あ
し
け
れ
は
人
の
心
に
つ
か
ぬ
物
也　

か
ゝ
る
人
も
お
り
ふ

し
い
て
は
へ
す
る
と
は
う
ち
ふ
る
ま
ひ
の
心
た
て
に
て
人
に

ま
さ
る
事
の
あ
る
儀
也　

こ
れ
に
は
花
ち
る
さ
と
よ
く
あ
た

れ
る
な
り

　

左
馬
頭
が
、
理
想
の
妻
は
得
難
い
こ
と
を
語
る
場
面
の
一
部
で
あ
る
。

左
馬
頭
は
、「
美
人
で
は
な
く
親
し
み
が
持
て
な
い
よ
う
な
女
の
方
が
、

何
か
し
ら
の
折
り
に
は
、
頼
り
が
い
が
あ
る
の
だ
」
と
述
べ
る
。

　

こ
の
部
分
に
、
宗
祇
は
花
散
里
を
比
定
し
た
。「
美
人
で
は
な
く
親

し
み
が
持
て
な
い
よ
う
な
女
性
で
も
、
そ
の
人
の
振
る
舞
い
や
性
格
に

よ
っ
て
重
宝
さ
れ
る
」
と
い
う
人
物
像
と
、
二
重
傍
線
部
「
ま
ほ
な
る

か
た
ち
」
と
い
う
文
言
は
、【
資
料
9
】
で
示
す
箇
所
を
受
け
た
記
述

で
あ
る
。

【
資
料
9
】『
源
氏
物
語
』
少
女
巻（

（1
（

と
の
は
、
こ
の
西
の
た
い
に
ぞ
、
き
こ
え
預
け
た
て
ま
つ
り
給
ひ



― 58 ―

『雨夜談抄』考（川渕）

け
る
。「
大
宮
の
御
世
の
殘
り
す
く
な
げ
な
る
を
。
お
は
せ
ず
な

り
な
ん
後
も
、
か
く
幼
き
ほ
ど
よ
り
見
な
ら
し
て
、
後
見
お
ぼ
せ
」

と
、
き
こ
え
給
へ
ば
、
た
ゞ
、
の
給
ふ
ま
ゝ
の
御
心
に
て
、
な
つ

か
し
う
、
あ
は
れ
に
、
思
ひ
あ
つ
か
ひ
た
て
ま
つ
り
給
ふ
。「
ほ

の
か
に
」
な
ど
、
み
た
て
ま
つ
る
に
も
、「
か
た
ち
の
、
ま
ほ
な

ら
ず
も
お
は
し
け
る
か
な
、『
か
ゝ
る
人
を
も
、
ひ
と
は
、
思
ひ

捨
て
給
は
ざ
り
け
り
な
』
と
、
わ
が
、
あ
な
が
ち
に
、
つ
ら
き
人

の
御
か
た
ち
を
心
に
か
け
て
、『
恋
し
』
と
思
ふ
も
、
あ
ぢ
き
な

し
や
、
心
ば
へ
の
、
か
や
う
に
、
や
は
ら
か
な
ら
ん
人
を
こ
そ
、

あ
ひ
思
は
め
」
と
思
ふ
。（
中
略
）
大
宮
の
、
か
た
ち
、
異
に
お

は
し
ま
せ
ど
、
ま
だ
、
い
と
清
ら
に
お
は
し
ま
し
、
こ
ゝ
に
も
か

し
こ
に
も
、「
人
は
、
か
た
ち
よ
き
も
の
」
と
の
み
、
目
馴
れ
給

へ
る
を
、
も
と
よ
り
す
ぐ
れ
ざ
り
け
る
御
か
た
ち
の
、
や
ゝ
さ
だ

過
ぎ
た
る
心
地
し
て
、
や
せ
〳
〵
に
、
御
髮
ず
く
な
ゝ
る
な
ど
が
、

か
く
、
そ
し
ら
は
し
き
な
り
け
り
。

　

光
源
氏
は
、
息
子
で
あ
る
夕
霧
の
後
見
役
を
花
散
里
に
頼
む
。
引
用

し
た
場
面
は
、
夕
霧
が
花
散
里
を
批
評
し
た
部
分
で
あ
る
。
夕
霧
は
花

散
里
を
「
容
姿
は
優
れ
て
い
な
い
が
、
気
立
て
の
優
し
い
人
」
と
評
し

て
お
り
、【
資
料
8
】
の
注
記
内
容
と
似
通
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、【
資
料
8
】【
資
料
9
】
に
は
「
ま
ほ
な

る
か
た
ち
」「
容
貌
の
ま
ほ
な
ら
ず
」
と
い
う
同
じ
語
を
用
い
た
表
現

が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
容
貌
に
「
ま
ほ
な
り
」
と
い
う
言
葉
が
用
い

ら
れ
る
の
は
、『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
花
散
里
の
み
で
あ
る
。
こ
の

点
か
ら
も
、【
資
料
8
】
の
注
記
が
、
帚
木
巻
以
降
の
巻
の
本
文
を
踏

ま
え
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

似
た
事
象
が
、
次
の
【
資
料
10
】【
資
料
11
】
か
ら
も
窺
え
る
。

【
資
料
10
】『
雨
夜
談
抄
』

す
へ
て
よ
ろ
つ
の
こ
と
な
た
ら
か
に
え
ん
す
へ
き
事
を
は
見
し
れ

る
さ
ま
に
ほ
の
め
か
し
う
ら
む
へ
か
ら
ん
ふ
し
を
も
に
く
か
ら
す

か
す
め
な
さ
は
そ
れ
に
つ
け
て
あ
は
れ
も
ま
さ
り
ぬ
へ
し

す
へ
て
と
い
ふ
は
ま
へ
の
あ
ま
た
の
事
を
も
て
か
ん
よ
う
よ

か
る
へ
き
や
う
を
か
け
る
な
り　

此
段
は
紫
上
に
あ
た
れ
り

　

さ
る
に
よ
り
世
に
た
く
ひ
な
き
人
と
は
い
へ
る
な
る
へ
し

　

立
項
さ
れ
て
い
る
本
文
は
、
左
馬
頭
が
語
る
女
性
論
の
一
部
で
あ
る
。

「
女
性
は
万
事
寛
容
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
嫉
妬
は
ほ
の
め
か

す
程
度
に
、
恨
み
ご
と
は
そ
れ
と
な
く
言
う
程
度
に
と
ど
め
て
お
く
の

が
良
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
女
に
対
す
る
愛
情
も
増
す
も
の
だ
」
と
語

る
場
面
で
あ
る
。

　

宗
祇
は
、
こ
こ
に
紫
上
を
比
定
し
、「
世
に
た
く
ひ
な
き
人
と
は
い

へ
る
な
る
へ
し
」
と
説
く
。
こ
れ
は
、【
資
料
11
】
で
挙
げ
る
『
源
氏

物
語
』
御
法
巻
の
本
文
を
受
け
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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【
資
料
11
】『
源
氏
物
語
』
御
法
巻

致
仕
の
お
と
ゞ
、
あ
は
れ
を
も
、
折
過
ぐ
し
給
は
ぬ
御
心
に
て
、

か
く
、
世
に
た
ぐ
ひ
な
く
物
し
給
ふ
人
の
、
は
か
な
く
亡
せ
給
ひ

ぬ
る
こ
と
を
、
口
惜
し
く
、
あ
は
れ
に
思
し
て
、
い
と
し
ば
〳
〵
、

と
ひ
聞
え
給
ふ
。

　
【
資
料
11
】
は
致
仕
大
臣
が
、
紫
上
を
亡
く
し
た
源
氏
を
弔
問
す
る

場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
紫
上
は
「
世
に
た
ぐ
ひ
な
く
も
の
し
た
ま
ふ

人
」
と
評
さ
れ
る
。『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
「
世
に
た
ぐ
ひ
な
き
人
」

と
評
さ
れ
る
の
は
紫
上
の
み
で
あ
る
。
宗
祇
は
こ
の
場
面
を
踏
ま
え
て

【
資
料
10
】
の
注
記
を
施
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

人
物
を
比
定
す
る
注
記
か
ら
は
、
後
の
巻
の
物
語
内
部
の
表
現
を
用

い
て
、『
源
氏
物
語
』
展
開
を
踏
ま
え
た
上
で
注
記
を
施
し
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
帚
木
巻
の
「
雨
夜
の
品
定
め
」
に
女
性
を
比
定
し
た
の

は
、
物
語
の
内
部
か
ら
後
の
巻
を
見
出
す
の
に
、
格
好
の
糸
口
に
な
る

と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。こ
れ
は
、前
述
し
た
雨
夜
の
品
定
め
を
、『
源

氏
物
語
』
の
全
体
像
を
想
起
さ
せ
る
も
の
と
い
う
考
え
方
に
も
通
ず
る
。

逆
説
的
で
は
あ
る
が
、
抽
象
的
な
複
数
人
の
人
物
像
が
語
ら
れ
、
そ
こ

に
具
体
的
な
人
物
を
比
定
で
き
る
の
は
、『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
も
、

帚
木
巻
の
雨
夜
の
品
定
め
し
か
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
帚
木
巻
の
み
に

注
記
を
施
し
た
『
雨
夜
談
抄
』
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

五
、『
源
氏
物
語
』
の
執
筆
姿
勢
に
対
す
る
考
え
方

　

第
五
節
で
は
、『
雨
夜
談
抄
』
か
ら
『
源
氏
物
語
』
と
い
う
作
品
の

執
筆
姿
勢
に
対
す
る
宗
祇
の
考
え
方
を
検
討
す
る
。
第
三
節
で
も
示
し

た
一
つ
目
の
注
記
の
、
　

三
　

に
当
た
る
部
分
を
確
認
す
る
。

【
資
料
2
】『
雨
夜
談
抄
』（
一
部
、
再
掲
）

光
源
氏
名
の
み
こ
と
〳
〵
し
う
い
ひ
け
た
れ
給
と
か
お
ほ
か
な
る

に
い
と
ゝ
か
ゝ
る
す
き
こ
と
と
も
を
す
ゑ
の
世
に
も
き
ゝ
つ
た
へ

て
か
ろ
ひ
た
る
名
を
や
な
か
さ
ん
と
忍
ひ
た
ま
へ
る
か
く
ろ
へ
こ

と
を
さ
へ
か
た
り
つ
た
へ
け
ん
人
の
物
い
ひ
さ
か
な
さ
よ

（
中
略
）

　

三
　

さ
て
此
巻
の
は
し
め
に
光
源
氏
と
い
ふ
よ
り
か
た
野
の

少
将
に
は
わ
ら
は
れ
た
ま
ひ
け
ん
か
し
と
い
ふ
ま
て
は
も
の

か
た
り
の
作
者
の
こ
と
葉
也　

是
の
み
な
ら
す
紫
式
部
の
こ

と
葉
と
こ
ろ
〳
〵
お
ほ
か
る
へ
し　

名
の
み
こ
と
ご
と
し
く

と
は
光
源
氏
と
い
ふ
名
は
い
か
め
し
う
と
ほ
め
た
る
心
な
り

　

い
ひ
け
た
れ
給
ふ
と
か
お
ほ
か
る
と
は
世
に
そ
の
名
た
か

く
み
ち
の
ほ
ま
れ
あ
る
人
を
も
世
上
に
い
ひ
け
つ
な
ら
ひ
な

り　

か
ゝ
る
す
き
こ
と
ゝ
も
を
す
ゑ
の
世
に
も
き
ゝ
つ
た
へ

て
か
ろ
ひ
た
る
名
を
や
な
か
さ
ん
と
し
の
ひ
た
ま
ひ
け
る
か

く
ろ
へ
こ
と
を
さ
へ
か
た
り
つ
た
へ
け
ん
人
の
物
い
ひ
さ
か

な
さ
よ
と
は
源
氏
の
君
は
好
色
の
人
な
か
ら
お
も
て
は
実
を

本
と
し
て
下
に
は
い
ろ
こ
の
む
こ
ゝ
ろ
ま
し
〳
〵
た
る
な
り
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さ
る
に
よ
り
て
世
に
し
の
ひ
た
ま
ふ
事
を
誰
か
か
た
り
つ

た
へ
け
ん
と
紫
式
部
か
い
ふ
也　

さ
る
は
世
を
は
ゝ
か
り
ま

め
た
ち
給
ふ
け
る
ほ
と
な
よ
ひ
か
に
を
か
し
き
事
は
な
く
て

か
た
野
の
少
将
に
は
わ
ら
わ
れ
た
ま
ひ
け
ん
か
し
と
は
下
の

心
は
好
色
に
し
て
上
に
実
を
た
つ
る
ゆ
へ
に
な
よ
ひ
た
る
所

の
な
き
を
好
色
の
本
意
に
は
あ
ら
す
と
か
た
野
の
少
将
は
わ

ら
は
む
と
藤
式
部
か
思
ひ
て
か
け
る
な
り　

片
野
の
少
将
の

事
色
々
の
儀
侍
れ
と
作
物
語
に
か
た
の
の
少
将
と
い
ふ
あ
り

　

そ
の
人
か
き
り
な
き
色
こ
の
み
な
り
き　

光
源
氏
と
か
た

の
の
少
将
と
お
な
し
時
代
に
は
あ
ら
ね
と
も
紫
式
部
と
り
あ

は
せ
か
く
い
へ
る
な
り　

作
物
語
の
人
に
て
つ
く
り
物
語
の

人
に
対
す
る
事
お
も
し
ろ
く
か
け
る
物
な
り　

こ
ゝ
ま
て
は

此
一
巻
の
序
分
也

　

第
三
節
に
お
い
て
、『
雨
夜
談
抄
』
の
一
つ
目
の
注
記
が
大
き
く
三

つ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
提
示
し
た
。
再
掲
し
た
の
は
、
三
つ
目
に
あ

た
る
、
　

三
　

「
さ
て
此
巻
の
は
し
め
に
～
こ
ゝ
ま
て
は
此
一
巻
の
序
分

也
」
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
で
は
、
帚
木
巻
冒
頭
に
対
す
る
注
釈

が
施
さ
れ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、「
も
の
か
た
り
の
作
者
の
こ

と
葉
」「
紫
式
部
の
こ
と
葉
と
こ
ろ
〳
〵
お
ほ
か
る
へ
し
」「
紫
式
部
か

い
ふ
」「
藤
式
部
か
思
ひ
て
か
け
る
」「
紫
式
部
と
り
あ
は
せ
か
く
い
へ

る
」
と
、
作
者
に
つ
い
て
繰
り
返
し
言
及
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
紫
式

部
が
『
源
氏
物
語
』
を
著
し
た
こ
と
を
深
く
印
象
づ
け
る
よ
う
な
所
作

で
あ
る
。『
雨
夜
談
抄
』
に
お
い
て
、
作
者
に
対
す
る
言
及
は
、
八
例

あ
る
が
、
そ
の
半
数
が
一
つ
目
の
注
記
の
後
半
部
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
後
、
宗
祇
の
作
者
に
対
す
る
捉
え
方
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
の

が
、【
資
料
12
】
で
示
す
二
つ
目
の
注
記
で
あ
る
。

【
資
料
12
】『
雨
夜
談
抄
』

ま
た
中
将
な
と
に
も
の
し
給
し
と
き
は

源
氏
の
君
此
巻
に
て
十
六
歳
官
は
中
将
な
り　

紅
葉
賀
の
巻

に
宰
相
に
て
中
将
も
と
の
こ
と
し　

花
え
ん
ま
て
は
中
将
な

り　

し
か
れ
は
此
巻
ま
て
は
勿
論
中
将
な
る
を
ま
た
中
将
な

と
に
も
の
し
給
し
時
と
か
け
る
こ
と
不
審
あ
る
へ
き
事
也　

し
か
は
あ
れ
と
か
く
か
け
る
に
こ
ゝ
ろ
あ
り　

そ
の
故
は
紫

式
部
此
物
語
を
か
く
事
わ
か
つ
く
り
た
る
も
の
の
や
う
に
な

さ
す
し
て
昔
あ
り
し
事
と
も
を
た
ま
〳
〵
に
つ
た
へ
き
ゝ
し

事
を
か
き
う
つ
し
な
と
し
て
と
り
あ
つ
め
一
部
に
し
た
る
や

う
に
か
け
り　

さ
る
ほ
と
に
巻
々
の
す
ゑ
お
ほ
く
そ
れ
を
あ

ら
は
せ
り　

む
か
し
の
事
に
い
へ
る
も
の
な
れ
は
中
将
な
と

に
物
し
給
ひ
し
の
過
去
の
し
う
た
か
ひ
な
き
も
の
な
り　

た

と
へ
は
伊
勢
物
語
に
業
平
の
極
官
を
貞
観
年
中
に
か
る
は
彼

物
語
業
平
没
後
に
伊
勢
か
ゝ
け
る
ゆ
へ
に
極
官
を
か
き
し
其

た
く
ひ
な
り　

此
儀
を
分
別
す
れ
は
不
審
な
き
物
也

　
『
雨
夜
談
抄
』
二
つ
目
の
注
記
で
は
、
物
語
の
時
間
軸
の
変
化
に
関
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連
し
て
、
作
者
の
執
筆
姿
勢
が
明
文
化
さ
れ
る
。
傍
線
部
で
は
、
紫
式

部
が
『
源
氏
物
語
』
を
自
分
が
創
作
し
た
よ
う
に
見
せ
ず
、
昔
の
出
来

事
を
聞
き
及
ん
で
著
し
た
よ
う
に
書
い
た
と
説
き
、
併
せ
て
、
こ
の
物

語
創
作
観
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
末
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
説
い
た
。
こ

の
よ
う
な
『
源
氏
物
語
』
の
執
筆
姿
勢
は
、『
雨
夜
談
抄
』
以
前
の
注

釈
書
で
は
確
認
で
き
な
い
、『
源
氏
物
語
』
の
創
作
に
対
す
る
考
え
方

で
あ
る
。
こ
れ
も
、
帚
木
巻
の
み
に
注
釈
を
施
す
の
で
あ
れ
ば
、
必
要

な
注
記
と
は
言
い
難
い
も
の
だ
が
、『
源
氏
物
語
』
全
体
を
見
通
し
た

際
に
、
物
語
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
重
要
視
し

た
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
巻
々
の
す
ゑ
お
ほ
く
そ
れ
を
あ
ら
は
せ
り
」
と
、
巻
末
の
表
現
を

作
者
と
結
び
つ
け
る
注
記
は
『
花
鳥
余
情
』
か
ら
確
認
で
き
る
。

【
資
料
13
】
松
永
本
『
花
鳥
余
情
』
夕
顔
巻

か
や
う
の
く
た
〳
〵
し
き
こ
と
は

此
一
段
は
物
語
の
作
者
の
詞
也
御
門
の
御
子
な
り
と
も
よ
き

事
は
よ
き
事
あ
し
き
事
は
あ
し
き
事
に
て
あ
る
へ
き
を
一
か

う
に
か
き
も
ら
せ
は
わ
た
く
し
に
る
や
う
な
れ
は
あ
り
の

ま
ゝ
し
る
し
を
き
た
る
と
な
り
（
後
略
）

【
資
料
14
】
松
永
本
『
花
鳥
余
情
』
末
摘
花
巻

あ
な
い
と
を
し
か
ゝ
る
人
の
御
行
す
ゑ　
　

こ
れ
は
物
語
の
作
者

の
詞
末
摘
の
事
な
り

　
【
資
料
13
】【
資
料
14
】
は
、
夕
顔
巻
と
末
摘
花
巻
の
最
後
の
注
記
で

あ
る
。
語
り
手
が
、
巻
末
で
物
語
を
批
評
し
て
い
る
部
分
を
、
作
者
の

言
葉
と
し
て
い
る
。
二
つ
目
の
注
記
で
示
さ
れ
た
「
紫
式
部
此
物
語
を

か
く
事
わ
か
つ
く
り
た
る
も
の
の
や
う
に
な
さ
す
し
て
昔
あ
り
し
事
と

も
を
た
ま
〳
〵
に
つ
た
へ
き
ゝ
し
事
を
か
き
う
つ
し
な
と
し
て
と
り
あ

つ
め
一
部
に
し
た
る
や
う
に
か
け
り　

さ
る
ほ
と
に
巻
々
の
す
ゑ
お
ほ

く
そ
れ
を
あ
ら
は
せ
り
」
と
い
う
考
え
方
は
、
宗
祇
が
兼
良
と
交
流
す

る
中
で
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

　

こ
の
執
筆
姿
勢
に
つ
い
て
、
兼
良
は
『
花
鳥
余
情
』
に
お
い
て
、
前

掲
し
た
資
料
以
上
の
考
え
方
は
提
示
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
兼
良
や

宗
祇
の
頃
の
源
氏
学
に
お
い
て
、
作
者
が
巻
末
の
批
評
表
現
に
お
い
て

物
語
上
に
現
れ
る
と
い
う
説
が
提
唱
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ

う
。

　

宗
祇
は
、
晩
年
の
著
作
で
あ
る
『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』
で
も
次
の

よ
う
に
示
し
て
い
る
。

【
資
料
15
】『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』
桐
壺
巻（

（1
（

い
つ
れ
の
御
時
に
か
女
御
更
衣
あ
ま
た
さ
ふ
ら
ひ
給
け
る
な
か
に

此
い
つ
れ
の
御
時
に
か
と
か
け
る
は
伊
勢
か
家
の
集
の
は
し

め
に
い
つ
れ
の
御
時
に
か
あ
り
け
ん
お
ほ
み
や
す
所
お
は
し

ま
し
け
る
と
か
け
り
（
中
略
）
我
身
の
事
を
も
昔
の
や
う
に

か
き
な
せ
り
其
心
を
紫
式
部
思
ひ
や
る
な
る
へ
し
そ
う
し
て

こ
の
物
語
を
は
我
か
き
た
り
と
み
え
ぬ
や
う
に
つ
く
り
な
し
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た
る
物
な
り
ま
こ
と
に
つ
く
り
物
語
の
本
意
な
る
へ
し

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』
で
は
、
桐
壺

巻
冒
頭
部
の
注
記
に
お
い
て
、
物
語
の
執
筆
姿
勢
に
つ
い
て
説
い
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
宗
祇
は
、
自
分
の
著
作
の
最
初
の
部
分
で
、『
源
氏

物
語
』
の
執
筆
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
つ
ま
り
『
源
氏
物
語
』
を
読
み

解
く
上
で
、
こ
の
執
筆
姿
勢
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

六
、
ま
と
め

　

以
上
、『
雨
夜
談
抄
』
か
ら
検
討
し
た
宗
祇
の
源
氏
学
に
つ
い
て
述

べ
た
。

　

宗
祇
は
帚
木
巻
を
起
点
と
し
て
、『
源
氏
物
語
』
全
体
を
見
通
し
て

い
た
。
そ
の
考
え
方
が
、
反
映
さ
れ
て
作
成
さ
れ
た
の
が
『
雨
夜
談
抄
』

で
あ
る
。「
雨
夜
の
品
定
め
」
の
背
後
に
、
帚
木
巻
以
後
に
登
場
す
る

女
性
を
比
定
し
て
い
っ
た
の
も
、
帚
木
巻
を
序
と
し
て
『
源
氏
物
語
』

全
体
を
見
渡
す
手
法
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
紫
式
部
が
『
源
氏
物
語
』
を
自
分
が
創
作
し
た
よ
う
に
見
せ

ず
、
昔
の
出
来
事
を
聞
き
及
ん
で
著
し
た
よ
う
に
書
い
た
と
い
う
執
筆

姿
勢
を
初
め
て
示
し
た
の
も
『
雨
夜
談
抄
』
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

説
が
宗
祇
の
源
氏
学
の
中
で
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、『
源
氏
物

語
不
審
抄
出
』
を
挙
げ
な
が
ら
示
し
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、『
雨
夜
談
抄
』
を
、
宗
祇
の
『
源
氏
物
語
』
読

解
態
度
を
端
的
に
窺
え
る
注
釈
書
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
宗
祇
は
、
帚

木
巻
を
物
語
の
内
部
か
ら
後
の
巻
を
見
出
す
糸
口
と
し
、『
源
氏
物
語
』

全
体
を
見
通
せ
る
、帚
木
巻
の
み
の
注
釈
書
を
成
立
さ
せ
た
。ま
た
、『
源

氏
物
語
』
の
執
筆
姿
勢
に
対
し
て
、
一
つ
の
説
を
明
文
化
し
て
示
し
た
。

宗
祇
が
『
源
氏
物
語
』
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
を
示
し
た
点
に
、

『
雨
夜
談
抄
』
の
本
質
は
見
出
せ
る
。

　

宗
祇
の
著
作
の
特
徴
と
し
て
、
一
部
の
巻
を
対
象
と
し
た
注
釈
書
や
、

不
審
な
部
分
を
集
め
て
注
釈
を
施
し
た
も
の
が
確
認
で
き
る
。
宗
祇
の

著
作
に
対
す
る
論
考
は
、
他
の
注
釈
書
と
比
較
す
る
と
少
な
い
傾
向
に

あ
る
が
、
彼
の
源
氏
学
を
捉
え
直
す
た
め
に
は
再
度
、
検
討
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
兼
良
と
の
関
係
性
の
見
直
し
や
、
中
世
源
氏
学

に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
作
品
の
内
部
か
ら
検
討
で
き
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
ら
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（1
）
中
野
幸
一
編
『
明
星
抄　

種
玉
編
次
抄　

雨
夜
談
抄
』（
源
氏
物
語
古
注

釈
叢
刊
第
四
巻
、
武
蔵
野
書
院
、
一
九
八
〇
年
）
で
は
、
底
本
に
宮
内
庁
書

陵
部
蔵
桂
宮
本
を
、
校
合
本
に
国
会
図
書
館
本
を
用
い
て
い
る
。
他
に
翻
刻

さ
れ
た
資
料
と
し
て
は
、『
続
群
書
類
従
』
が
あ
る
（
第
十
八
輯
下
物
語
部
・

日
記
部
・
紀
行
部
）。『
雨
夜
談
抄
』
の
伝
本
調
査
の
結
果
、
大
部
分
が
一
つ

書
き
の
形
式
を
持
つ
伝
本
や
、
巻
末
に
兼
載
の
奥
書
を
持
つ
伝
本
な
ど
、
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
と
は
異
な
る
特
徴
を
有
す
る
伝
本
も
確
認
で
き
た
。

諸
本
の
異
同
と
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
稿
者

が
確
認
し
た
限
り
で
は
あ
る
が
、
注
記
内
容
に
、
解
釈
に
影
響
す
る
よ
う
な
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大
き
な
異
同
が
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
前
述
し
た
中
野
幸
一
編
の

テ
キ
ス
ト
を
主
に
用
い
、
一
部
私
に
改
め
た
。
な
お
、
現
時
点
で
所
在
が
確

認
で
き
て
い
る
伝
本
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

　
　

・
国
会
図
書
館
本

　
　

・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本

　
　

・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
兼
載
書
入
本

　
　

・
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
本

　
　

・
今
治
市
河
野
美
術
館
河
野
信
一
文
庫
蔵
本

　
　

・
和
歌
山
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

　
　

・
早
稲
田
大
学
図
書
館
伊
地
知
鐡
男
文
庫
蔵
本

　
　

・
東
海
大
学
付
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
伊
達
家
旧
蔵
本

　
　

・
東
海
大
学
付
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
一
面
十
行
書
本

　
　

・
実
践
女
子
大
学
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
本

　
　

・
龍
谷
大
学
図
書
館
写
字
台
文
庫
蔵
本

　
　

・
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
三
春
秋
田
家
旧
蔵
本

　
　

・
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

　
　

・
安
田
女
子
大
学
図
書
館
稲
賀
文
庫
蔵
本

　
　

・
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本

　
　

・
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
蔵
本

　
　

・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
一
面
八
行
書
本

　
　

・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
一
面
十
五
行
書
本

　
　

・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
蔵
本

　
　

・
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

　
　

・
陽
明
文
庫
蔵
本

　
　

・
神
宮
文
庫
蔵
本

　
　

・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本

　
　

・
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
本

　
　

・
松
本
大
氏
所
蔵
本

　
　

ま
た
、
現
代
写
本
は
以
下
の
通
り
。

　
　

・
国
文
学
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
蔵
本

　
　

・
東
海
大
学
付
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
西
下
經
一
本

　
　

・
東
海
大
学
付
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
大
島
雅
太
郎
氏
旧
蔵
本

（
2
）
伊
井
春
樹
「『
雨
夜
談
抄
』
と
『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』」（『
源
氏
物
語

注
釈
史
の
研
究　

室
町
前
期
』
桜
楓
社
、
一
九
八
〇
年
）。
な
お
、『
実
隆
公

記
』
の
本
文
引
用
は
、
続
群
書
類
従
完
成
会
編
『
実
隆
公
記
』（
太
洋
社
、

一
九
五
八
年
―
一
九
六
三
年
）
を
使
用
し
、
便
宜
上
傍
線
や
、
句
点
を
施
す

な
ど
、
稿
者
が
改
め
た
部
分
が
あ
る
。

（
3
）『
雨
夜
談
抄
』
は
、『
帚
木
別
注
』
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
『
帚

木
別
注
』
は
、
宗
祇
晩
年
の
著
作
で
あ
る
『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』
帚
木
巻

の
「
こ
の
巻
は
始
終
と
も
に
そ
の
心
得
が
た
し
然
る
間
一
冊
別
の
も
有
」
と

い
う
記
述
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
後
に
施
さ
れ
た
名
称
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
書
名
は
『
雨
夜
談
抄
』
を
用
い
た
。

（
4
）
前
掲
注（
2
）。

（
5
）
稲
賀
敬
二
「
品
定
め
十
八
段
区
分
の
源
流
と
展
開
―
兼
良
・
宗
祇
の
源

氏
学
の
周
辺
―
」（『
源
氏
物
語
の
研
究　

物
語
流
通
機
構
論
』
笠
間
書
院
、

一
九
九
三
年
。
初
出
「
品
定
め
十
八
段
区
分
の
源
流
と
展
開
―
兼
良
・
宗
祇

の
源
氏
学
の
周
辺
―
」『
国
語
と
国
文
学
』
五
十
二
巻
十
一
号
、
一
九
七
五

年
十
一
月
）

（
6
）
ノ
ッ
ト
・
ジ
ェ
フ
リ
ー
「『
源
氏
物
語
』
が
語
る
も
の
―
宗
祇
『
雨
夜
談

抄
』
が
開
拓
す
る
「
読
み
」
と
そ
の
意
義
」（「
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会

議
録
」
二
〇
一
五
年
三
月
三
十
一
日
）

（
7
）
岩
坪
健
「『
覚
勝
院
抄
』
の
成
立
過
程
―
穂
久
邇
文
庫
所
蔵
本
を
め
ぐ
っ
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て
―
」（『
源
氏
物
語
古
注
釈
の
研
究
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
。
初
出
「
三

条
西
家
の
講
釈
―
穂
久
邇
文
庫
所
蔵
『
覚
勝
院
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
親

和
国
文
』
第
二
十
七
号
、
一
九
九
二
年
十
二
月
）

（
8
）
前
掲
注（
2
）。

（
9
）
前
掲
注（
2
）。

（
10
）
武
井
和
人
『
一
条
兼
良
の
書
誌
的
研
究
』「
第
二
節　

花
鳥
余
情
」（
桜

楓
社
、
一
九
八
七
年
。
初
出
「『
花
鳥
余
情
』
の
成
立
・
続
貂
」『
言
語
と
文

藝
』
第
九
十
六
号
、
一
九
八
五
年
一
月
）

　
　

松
本
大
「
宗
祇
『
花
鳥
余
情
抄
出
』
の
位
置
付
け
」（『
む
ら
さ
き
』
五
十

五
号
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

（
11
）『
河
海
抄
』
の
引
用
本
文
は
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
蔵
細
川
家
永
青
文

庫
本
を
、『
花
鳥
余
情
』
の
引
用
本
文
は
、『
松
永
本　

花
鳥
余
情
』（
源
氏

物
語
古
注
集
成
第
一
巻
、
桜
楓
社
、
一
九
七
八
年
）
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
、

便
宜
上
傍
線
を
施
す
な
ど
、
稿
者
が
改
め
た
部
分
が
あ
る
。

（
12
）『
源
氏
物
語
』
の
引
用
本
文
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
を
底
本

と
す
る
日
本
古
典
文
学
大
系
を
使
用
し
、
便
宜
上
傍
線
を
施
す
な
ど
、
稿
者

が
改
め
た
部
分
が
あ
る
。
な
お
、
引
用
本
文
は
、
肖
柏
本
な
ど
で
も
大
き
な

異
同
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
を
稿
者
は
確
認
し
て
い
る
。

（
13
）『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』
の
引
用
本
文
は
、『
源
氏
不
審
抄
出
』（
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
、
福
武
書
店
、
一
九
八
二
年
）
を
使
用
し
、

便
宜
上
傍
線
を
施
す
な
ど
、
稿
者
が
改
め
た
部
分
が
あ
る
。

（
か
わ
ぶ
ち
・
す
ず
か　

本
学
博
士
前
期
課
程
）


